
台湾滞在記 
 
[滞在記 2] 台湾料理 
 
 学会出張などで海外に出かけたら，出国後 1 週間もすると日本食が恋しくなります．私
の現地食に対する不適合性は現地言語に対する不適合性と同じです．今回も日本からお餅

と味付け海苔（磯辺焼き用）を持参しました．最近はヨーロッパの田舎でも日本料理店を

見かけますが，30年も前はニューヨークやロスアンジェルスなど日本人の多い地区を除き，
ほとんど日本料理店はありませんでした．そんな時，どんな国にも必ず中華料理店があり，

これがほっとさせてくれたものです．ギリシャ・メキシコ・オーストリア・ハンガリー・

オーストラリアなど，どこの中華料理店の味も日本のそれとほぼ同じです．20 年前，伊・
トリエステに滞在したときは，週一回の中華料理が楽しみでした．イタリア料理に比べ，

中華料理はとても高かったのを憶えています．そんなわけで，台湾に行く楽しみは何と言

っても中華料理と言うことになります． 
 
(1) 多国籍化した中華料理 
 
 3週間滞在して，日本人が旅行者としてよく行く台湾の中華料理店の味は，日本と同じで
多国籍化していると思いました．以前，台北でご馳走になった「大三元酒樓」 
 
URL:http://www.nihonshokken.co.jp/taipei/0308.html
http://www.taipeinavi.com/food/restaurant.php?id=160
 
はそうです．広東料理で味は日本人に合うあっさりしたもので，見た目も美しく楽しいお

皿です．今回は中華電信數據通信分公司(CHT)の副事業部長に案内された日本でも有名な
「鼎泰豐」（ディンタイフン）本店 
 
URL:http://www.taipeinavi.com/food/restaurant.php?id=19
http://www.taipeinavi.com/food/restaurant.php?id=307
 
でした（下の店は丁度 3 月に開店した忠孝店で，帰りにもう一度立ち寄ろうと思って調べ
ていました）．ここは小籠包専門の店です．小籠包は餃子・点心の仲間で，したがって多分

広東料理の一種だと思います．間口が狭く背の高いビルで，昼休みとあって混雑していま

した．日本人観光客のバスが乗り付けてごった返していた中，CHTの副事業部長の顔で悠々
待ち時間なしでご馳走になりました．ニューヨークタイムスが選んだ世界のベスト 10レス
トラン（写真 5・6 参照）だけあって，口に入れると中で熱々の肉汁がとろける絶品です．

http://www.nihonshokken.co.jp/taipei/0308.html
http://www.taipeinavi.com/food/restaurant.php?id=160
http://www.taipeinavi.com/food/restaurant.php?id=19
http://www.taipeinavi.com/food/restaurant.php?id=307


具を薄皮に包んだもので，どうやってスープを入れるのか不思議です．昼食だったので，

さすがにビールは遠慮しましたが，多分ビールにも合うと思います． 
 
 なお，台湾の中華料理では焼き餃子（北京料理としてはある筈）はありませんでした．

水餃子・蒸し餃子の類でラー油ではなく，中華味噌（トウチュジャン）で味付けします．

また，多国籍型中華料理の私の定番は「青椒肉糸」（チンジャオラオスー）に紹興酒と「香

姑肉糸湯」（シャングーロースータン）です．その他名前は忘れましたが，揚げた白身魚に

甘酢のタレをかけたものです． 
 
(2) 本場の台湾料理 
 
 関西に住んでいたせいか，台湾料理というと脂濃い炒麺を思い出します．しかし，台南

でご馳走になった「度小月の担仔麺」 
 
 http://www.asahi-net.or.jp/~PY7A-HRM/yakibuta/taiwan/tainan/tain0001.htm
 
は少し違います．小さめの丼に麺を挽肉のスープで煮込み，野菜を載せた小さなラーメン

です．醤油付けのゆで卵と一緒に食べました．丼が小さいので椀子そばの感覚でお代りを

します．挽肉スープはお土産用の缶詰もありました．台南は日本の京都と言われるだけあ

って，豊かな食文化を持っています．熱帯気候なのでスパイシーな香辛料も多く，メキシ

コや東南アジアでお馴染みのコリアンダー（私は苦手）などに慣れるのに時間がかかりま

した．デパートやコンビニではこの種の香辛料や野菜をよく見かけました．台南到着の次

の日は平和記念日で休日でした．施先生始め，許先生・蔡先生らの案内で台南市内を見物

しました．台湾で最も古い孔子廟（写真 7 参照）を出たすぐ前が度小月担仔麺本舗だった
わけです．また，台湾の飲料は大抵甘いので，これにも閉口しました．苦みのある日本茶

が欲しくなります．台湾では水道水が飲めず，多くの人はミネラルウォータを持参してい

ます．水の質が悪いのではなく，水道配管が古いからだそうです．余談ですが，台湾の街

角には，ほとんど自動販売機がありません（電車の切符の自動販売機は日本以上に発達し

ています）．大学などビル内にはありますが，日本のようにむやみに設置されていません．

駅を下りたら，自動販売機・パチンコ屋・消費者金融の看板というのは恥ずかしい限りで

す．もう一つ付け加えれば，台湾は南国フルーツの宝庫で，メロン・ライチ・バナナ・パ

イナップル・スイカ・アップル・ドラゴンフルーツなどが安く手に入ります．街中では，

目の前でフルーツジュースを作って売っています．ただ，保管状態が良くないのか慣れな

い人は大量に呑まない方が良いとのことです．台湾の車道には「びんろう」（木＋賓・木＋

郎）売りが目立ちます．びんろうは椰子科の木から取る覚醒作用の強い飲み物です．一度

飲んでみようと思っていましたが，最近政府が健康のために禁止令を出したそうです．し
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かし，今でもトラックの運転手相手にびんろう売店と派手な服装の「びんろう売り娘」を

見かけます．風紀上の問題もあるようです． 
 
 帰国する直前の 15日，東方技術学院を訪問しました．ここは台湾の最南部で高雄市にな
ります．海に面しているので新鮮な魚介類の台湾料理が有名です．そこで昼食に，日本で

言えば鍋料理を戴きました．「海鮮火鍋」の一種だと思いますが，丸い中華用テーブルにガ

スボンベの鍋料理は，初めてでした．これは南部独特の台湾料理です．講演は午前中に終

わったのでビールを戴き，楊先生も同席でしたので会話が弾み長かった滞在を振り返った

一時でした．これには，後日談があります．台湾風海鮮料理の前菜に「漬蛤仔」（スイコー

ズイー）という蛤の醤油漬け出され，それが合わなかったのか，あるいは蠣料理（蠣は食

べていませんが）が合わなかったのか，夜中から猛烈な腹痛に見舞われました．ここまで

は絶好調で，当日も夜半までは快調でした．夜 11時頃まで中山路の近くの飲み屋で「台北
の夜」を満喫し，次回に備えボトルまでキープしたのに，次の日は一日中床に伏せていま

した．旅行者保険に加入していましたが，腹痛程度の時間外診療では無力でした．返す返

すも残念です． 
 
 LU 滞在中の夕食は，学生寮のすぐ傍のレストラン（名前は「芙莉舎」）に度々出かけま
した．学生相手ですが，メニューによっては適当なボリュームでした．UCLA や UC バー
クレーのキャンパスの近くのレストランには（生協のレストランにも）アルコール置いて

いますが，台湾では TKUも LUも置いているところは少ないように見受けられました．「芙
莉舎」も置いていませんでしたが，オーナの配慮でビール持ち込み可になりました．交渉

してくれたのは，LUの応用日本語学科の学生です．学生は地元だけでなく，台北・台中・
台東など様々（週末には各地に帰るバスがチャーターされています）なので，料理も適当

です．学生は中華風スパゲッティも好んで食べていたようです．ここでは，台湾風牛鍋が

気に入りました．キャベツをどっさり入れ，牛肉の他，海老・ウインナソーセージ・トウ

モロコシ・春雨・蟹風味のかまぼこなどを入れた寄せ鍋（鍋の中味は空ですが）です（写

真 8参照）．これを中華味噌で食べます．先日，具に豆腐を加え自宅で孫を呼んで作ってみ
ました．美味しいと言って沢山食べていましたが，台北で買った中華味噌は（勿論，日本

で買った味の素製の中華味噌も）「芙莉舎」のものと違っていました．もっと辛みが強かっ

たように思います．一度，研究室でやってみましょう．このように本場の料理は，やはり

旅行者ではなく短くても滞在しないと分からないようです． 
 
[平成 18年 4月 17日記] 



写真 5：世界のレストランベスト 10 

 



写真 6：「鼎泰豐」メニュー 

 



写真 7：孔子廟 

 



写真 8：レストラン「芙莉舎」 

 




